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【はじめに】  SPring-8の産業用専用ビームラインBL16XU（サンビーム ID）には，蛍光 X 線分析装置，

X 線回折装置，および X 線マイクロビーム装置が設置されている．これらを活用し電子・磁気デバイス材

料，エネルギー関連材料，機能性構造材料等の評価解析を行い，製品の性能向上と新規材料の創生

に資する事を目指している．ここでは，改造により大幅な性能向上を達成した X 線マイクロビーム装置に

ついて，装置の特徴・性能と活用例を報告する． 

【特徴・性能】  BL16XU の X 線マイクロビーム装置は，放射光ビームを前置ミラーにより集光し，焦点

に設置したピンホールを仮想光源とした二段集光光学系となっている．このため適当なピンホールサイ

ズを選択する事で，試料上のビームサイズを容易に調整する事が可能である．後段の集光光学系は，

①K-B 配置の楕円筒面反射鏡集光，②FZP（Fresnel Zone Plate）集光，の両者から選択できるように設

計されており，測定手法や対象に応じた使い分けが可能となっている．いずれも高輝度でビーム位置の

安定したマイクロビームを形成できる事に特徴があり，現状では①の場合，0.20µm×0.23µm（＠10keV）

を，②の場合，0.16µm×0.17µm（＠10keV）をそれぞれ実現している．更に関連する周辺技術として，液

体窒素冷却分光器や，50nmステップで試料を 2次元走査する事が可能な高精度ゴニオメータを採用し

ており，集光したビームを有効に活用する事ができる．現在はサンビーム共同体を構成する各社からの

産業用材料に対する様々な放射光分析（µ-XAFS／µ-XRD／µ-XRF／µ-XMCD など）に利用され，特

に近年では大口径 SDD を導入し微小領域且つ微量元素の 2D／3D イメージングや，円偏光を利用し

た磁気測定などの新たな利用分野を開拓している． 

【活用例】  右図に 1µm ライン＆スペースパターンにおける蛍光測定結果を

示す．ビームサイズは□0.4µm，1 秒積算である．サブミクロンの空間分解能で

蛍光分析が可能な事を示している．当日は，種々の産業用材料に対し，マイク

ロビームを用いた様々な測定手法による実験結果を抜粋して報告する． 
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